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任
期
満
了
に
よ
る
総
社
市
議
会
議
員
選

挙
は
９
月
１５
日
a
告
示
、
９
月
２２
日
a
投
開

票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

選
出
す
る
議
員
の
定
数
は
２４
人
で
す
。
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■
総
社
市
議
会
議
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選
挙
立
候
補
の
届

出
関
係
書
類
の
事
前
審
査

日
時

８
月
２７
日
c
か
ら
９
月
６
日
f

ま
で
の
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場
所

市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

持
参
品

届
出
関

係
書
類
一
式
、
印
か

ん

９
月
２２
日
（日）
投
開
票

総
社
赤
米
大
使
で
歌
手
の
相
川
七
瀬
さ
ん

が
新
本
小
学
校
の
５
年
生
１７
人
と
新
本

本
庄
赤
米
保
存
会
の
人
ら
と
６
月
１４
日
、
本
庄

国
司
神
社
（
新
本
）
の
神
田
で
赤
米
の
田
植
え

を
し
ま
し
た
。
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
の
な
か
、

約
２
ア
ー
ル
の
神
田
に
１
本
１
本
心
を
込
め
て

苗
を
植
え
ま
し
た
。

翌
１５
日
に
は
、「
相
川
七
瀬
と
赤
米
の
稲
作

体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
備
中
国
分
寺
南
の
ほ

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
親
子
約
１

５
０
人
が
参
加
。
雨
が
降
る
な
か
、
相
川
さ
ん

と
備
中
国
分
寺
五
重
塔
を
背
に
赤
米
の
苗
を
て

い
ね
い
に
手
で
植
え
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
は
、「
土
、
自
然
に
触
れ
る
の
は

大
切
な
こ
と
。
大
人
に
な
っ
て
受
け
継
ぎ
つ
な

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

田植えをする相川さんと新本小学校の５年生ら。カエル
の卵を触り、「わっ」とびっくりする場面もあった

田植え日和の雨のなか、参加者はずぶ濡れになりながら田植えをした。水着姿で泥んこ
まみれになり楽しむ子どももいた

歌手相川七瀬さん
平成２４年６月に総社赤米大使に就任。
新本の本庄国司神社の田植えや稲刈りに
参加するなど赤米の保存、継承活動に取
り組む。「伝統を守っていくためには費
用もたくさんかかる。地に足をつけた活
動を続け、（保存活動を続ける国司神社
の）氏子さんに還元していきたい」と、
大使としての役割を語る。

作原の排水ポンプ完成
大雨対策

大雨が降り高梁川が増水するた
び道路が浸水し、建物にも浸水被
害が出ていた作原地区。この度、
常設型の排水ポンプが完成し、同
地区内の水を迅速に高梁川へ排水
できるようになりました。
これまでは、高梁川が増水する
とその都度、国土交通省の排水ポ
ンプ車を手配し、排水開始まで時
間がかかっていました。このポン
プで地区内の水位が上がると速や
かに排水を行えるので、浸水被害
を軽減することができ、地区住民
の安心につながります。
問い合わせ 土木課土木係（1
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